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(公社)千葉県畜産協会

北海道で高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）の
疑似患畜を確認！（国内６例目、北海道２例目）

お問い合わせ・ご連絡は、千葉県中央家畜保健衛生所まで
TEL. 043-250-4141 (夜間・休日転送)    FAX. 043-286-0090

【農場概要】
所在地：北海道伊達市

飼養状況：肉用鶏（約15万羽）

野鳥等を介したウイルスの侵入に引き続き警戒してください。

農場周辺に池等の水場がある場合は、防鳥ネット、家きん舎の穴等の再
点検の徹底
さらに、これまで以上に！！
農場内における手指や長靴の消毒
農場周辺の消毒等の防疫処置の徹底
適切に消毒効果を得られるよう毎日あるいは汚れた都度消毒液の交換、
消毒前の長靴の洗浄等の実施

死亡率の急激な上昇（通常の2倍以上）や、鳥インフルエンザを疑うような症状を発見
した場合は、速やかに家畜保健衛生所へ通報してください。

【経緯】
１1月 6日：死亡羽数が増加した旨の通報を受けて、当該農場に対し移動の

自粛を要請するとともに農場への立入検査を実施。
同日、当該鶏について鶏インフルエンザ簡易検査を実施し陽性。

１１月 7日：当該鶏について遺伝子検査を実施した結果、HPAIの疑似患畜
であることを確認。

※毎週の7項目チェック表(別紙)、死鳥羽数の報告をお願いします！

全国的に環境中のウイルス濃度が非常に高まっています。
いつどこでも発生する可能性があります。

気を引き締め飼養衛生管理の徹底をしましょう！！！


